報　告
2025年12月
NPO法人都市生活コミュニティセンター
小規模多機能型居宅介護事業所パンセ武庫之荘ホーム管理者：池田啓一

2024年度の事業所自己評価実施のために、当事業所パンセ武庫之荘ホームの職員全員に記入表（尼崎市提供）を配布し、記入してもらいました。（2025年10月）
その概要を報告するとともに、当法人事業所としての受け止め、今後の課題整理の状況を報告します。（記入表のファーマットを別途添付します。）
記入表の大項目は
Ⅰ―理念に基づく運営
Ⅱ―安心と信頼に向けた関係作りと支援
Ⅲ―その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
Ⅳ―その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
小項目は全体で５５項目になっています。
小規模多機能事業所の運営にあたって各職員が気を付けるべき内容が幅広い角度から示され、その実践の状況を各職員が自身で振り返ることになるものとなっています。

実際の実施ではパンセ武庫之荘ホーム（小多機）の職員全員から記入表への書き込みがなされ、その後、担当役員が各職員と個別面談を実施し、記入表に沿った振り返りをするとともに当法人事業所として目指すものの再確認を行いました。
この報告は職員に提示するとともに、当事業所の運営推進会議に提出し当法人のホームページに掲載します。

以下に個別の内容でいくつか特徴的なところをご紹介いたします。
（概ね「サービスの成果に関する項目ーアウトカム項目」に添って記述します。）
１―当法人事業所ではそれぞれの職員が介護や看護そしてケアマネージャーの専門資格を持って職務に当たっており、職員としての経験ということもありますが、基本的なところは理解しており、概ね出来ているあるいはそうしようと努力していると回答しています。
２―当法人事業所としての考え方を各職員に理解してもらう為、「パンセ事業所の理念を実践に活かす」とする一覧表を作っています。抽象的な言葉である「理念」を日常の業務場面に落とし込み、それぞれの場面でどんな考え方でケア業務に臨むのかを全ての職員に提示したものです。その各項目について理解はなされていると思われますが、現実の業務で実際にそれを活かしていくことが重要な課題です。そこにジレンマを感じているとの回答が見られますが、そのような課題が認識されていることは評価したいと考えます。
３―利用者様ごとの状況に応じた丁寧なケア、健康面への配慮などが求められています。まずケアプランの内容を職員が把握していることが前提ですが、全職員が十分理解できているのかという点では課題も見えています。プラン自体への理解も重要ですが、それに沿った現場業務の実践から何が求められているのかを全ての職員が理解するも重要です。
４ーあらかじめ決めた時間ごとに利用者様への業務をこなしていくというのではなく、出来るだけ利用者様の生活のペースを大事にして必要な業務を行うことは出来ています。
ただし、気分転換の為に利用者様を戸外にお連れすることはあまり出来ていません。
５ー健康管理、医療面、安全面では看護師職員と介護職員、そしてケアマネージャーの連携で、そしてかかりつけの医師、医療機関のご尽力で、特に問題なく運営が出来ていると見ています。
当事業所で利用者様のお看取りをすることが年に複数回あります。当事業所職員と医療側の尽力、そしてご家族のご理解で進められています。
６ー職員の気づきなどへの即応性が大事です。そして確認されたことの周知の仕組みの充実も重要です。職場内でのその流れを整理するとともに必要に応じて職員間で話し合う、そして記録を残す仕組み（複数のノート）を作りました。
様々な面で職員から意見が出されることが増えており、その点で職場の活性化が進んでいると思われます。
７―職員の介護技術の向上は大事な課題です。月一回の職員全体会議など職員が集まる機会にネットを活用した研修の仕組みを活用しています。
また、例えば普段利用者様に提供している薬についての基礎知識をテーマにしたものなどはまだ十分に出来ていません。
８ー利用者様、そしてご家族様の期待にどう応えるのも重要な課題です。まずはケアマネージャーそして管理者がその任にあたっていますが、概ね問題はないと受け止めています。ただし、ご家族内でご意見異なるケースなどもあり、対応に苦戦しているケースも報告されています。
９ー地域の人々とのつながりという面ではまだまだです。私たちの法人の設立母体である生活クラブ生協都市生活の地域活動との連動も含め、今後模索していきます。
１０ー尽きるところ利用者様やそのご家族に満足されているのかという究極の問いについては運営側が自己評価しにくいところですが、概ねご理解は頂けているのではないかと受け止めています。
以上
